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こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
産
業
の
現
場
を
直
接
観
察
し
て
き
た
。「
経

営
学
」
専
門
と
し
て
ポ
ス
ト
を
得
て
以
降
、
経
営
学
を
教
え
て
き
た
が
、

実
際
の
研
究
内
容
を
学
問
的
に
捉
え
る
と
「
産
業
学
」
に
近
い
と
い
え
る
。

大
学
生
時
代
に
は
、
灌
漑
用
水
を
め
ぐ
る
水
争
い
な
ど
の
農
村
調
査
を
行

い
、
そ
の
過
程
で
現
場
調
査
の
面
白
さ
を
実
感
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
三

菱
総
合
研
究
所
に
入
社
し
、
産
業
経
済
研
究
室
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
で
、

現
場
を
直
接
観
察
す
る
と
い
う
研
究
姿
勢
が
一
層
強
化
さ
れ
、
そ
れ
以
降

の
研
究
活
動
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

経
済
学
の
み
で
は
産
業
の
実
態
を
十
分
に
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
含
む
経
営
工
学
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
、
産
業
の
付
加

価
値
の
流
れ
を
分
析
す
る
に
は
こ
の
知
識
が
不
可
欠
だ
と
認
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
は
大
野
耐
一
氏
と
お
会
い
し
て
こ
の
確

信
を
深
め
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
含
む
自
動
車
産
業
の
研
究
を
継
続
的
に

進
め
た
。
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
、
自

動
車
の
製
品
開
発
を
研
究
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
世
界
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
二
〇
社
の
約
三
〇
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
横
断
的
に
比
較
分
析
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
開

発
期
間
や
開
発
生
産
性
の
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
を
も
と
に
書
い
た
の
が
『Product 

Developm
ent Perform

ance

（
製
品
開
発
力
）』
と
い
う
本
で
あ
る
。
そ

の
後
、
一
九
九
〇
年
に
東
京
大
学
経
済
学
部
に
着
任
し
、
そ
こ
で
三
〇
年

間
、
現
場
調
査
・
産
業
分
析
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
過
程
で
出
来
上

が
っ
た
産
業
分
析
の
一
般
枠
組
が
、
C
A
P
（Capability-A

rchitecture-
Perform

ance

）
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　

研
究
初
期
の
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
は
、
製
品
開
発
組
織
の
組
織
能

力
が
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
競
争
力
（
総
合
商
品
力
、
生
産
性
、
リ
ー
ド

タ
イ
ム
等
）
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
研
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問
題
意
識
：
日
本
の
製
造
業
に
お
け
る
現
状
認
識
と
誤

解

　

一
〇
〇
〇
件
以
上
の
現
場
観
察
を
続
け
て
き
た
一
つ
の
理
由
は
、
産
業

分
析
に
お
け
る
、
統
計
分
析
・
現
場
観
察
・
理
論
構
築
の
相
互
補
完
性
で

あ
る
。
産
業
研
究
に
お
い
て
、
統
計
分
析
は
当
然
な
が
ら
重
要
だ
が
、
そ

れ
が
検
証
す
る
の
は
変
数
間
の
「
相
関
関
係
」
で
あ
り
、
現
象
間
の
本
質

的
な
「
因
果
関
係
」
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
実
際
に
付
加
価
値
が
流
れ
、

人
が
働
く
「
産
業
現
場
」
の
観
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。
真
に
腑
に
落
ち
る

因
果
関
係
を
特
定
す
る
に
は
、
現
場
の
観
察
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
現

場
観
察
が
導
き
出
す
知
見
に
は
再
現
性
と
普
遍
性
が
宿
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
産
業
研
究
の
観
点
に
照
ら
せ
ば
、
現
在
メ
デ
ィ
ア
等
で
語
ら

れ
る
一
方
的
な
「
日
本
製
造
業
衰
退
論
」
の
多
く
は
、
統
計
的
に
も
現
場

的
に
も
、
実
態
か
ら
乖
離
し
て
い
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
一
九
九
〇
年

か
ら
の
約
三
〇
年
間
で
み
る
と
、
日
本
の
製
造
業
は
、
躍
進
と
い
う
に
は

程
遠
い
低
成
長
で
は
あ
っ
た
が
、「
衰
退
」
と
か
「
空
洞
化
」
と
い
っ
た

全
否
定
的
な
言
説
は
、
統
計
的
事
実
に
も
現
場
的
現
実
に
も
反
す
る
誤
謬

で
あ
る
。
日
本
の
製
造
業
は
、
全
体
趨
勢
と
し
て
、
低
成
長
な
が
ら
縮
小

も
空
洞
化
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
三
〇
年
間
で
、
付
加
価
値
総
額
は

約
一・五
倍
、
付
加
価
値
生
産
性
は
約
二
倍
、
工
業
製
品
輸
出
額
は
約
二
・

五
倍
に
増
大
し
て
い
る
。

　

日
本
の
製
造
企
業
や
産
業
現
場
は
、
国
内
経
済
停
滞
や
低
賃
金
国
と
の

コ
ス
ト
競
争
で
大
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
多
く
は
生
き
残
り
を
か
け
た
能
力

構
築
や
生
産
性
向
上
、
設
計
改
善
な
ど
を
継
続
し
た
。
そ
れ
で
も
淘
汰
さ

れ
た
企
業
や
工
場
は
数
多
く
存
在
し
た
。
生
産
性
を
五
年
で
五
倍
に
向
上

究
を
進
め
る
過
程
で
、
設
計
思
想
（
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
）
が
異
な
る
製

品
に
対
し
て
は
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
製
品
開
発
の
組
織
能
力
が
必
要
な
可

能
性
が
あ
る
と
認
識
し
た
。
よ
う
す
る
に
、
あ
る
タ
イ
プ
の
組
織
能
力

（Capability
）
を
蓄
積
し
た
企
業
が
得
意
と
す
る
製
品
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

（A
rchitecture

）
と
、
不
得
意
な
製
品
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
場
合
は
「
多
能
工
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
の
よ
う
な
調
整
型
の
組
織
能
力
（Capability

）
を
備
え
て
い
る
た

め
、
複
雑
な
擦
り
合
わ
せ
型
（
調
整
集
約
型
）
の
製
品
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

（A
rchitecture

）
を
持
つ
製
品
で
競
争
力
（Perform

ance

）
を
発
揮
す
る

傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

私
は
年
間
数
十
社
の
企
業
・
現
場
訪
問
を
四
〇
年
以
上
続
け
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
一
〇
〇
〇
以
上
の
産
業
現
場
を
観
察
し
て
き
た
。
日
本
国
内

の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
を
含
む
世
界
各
地
の
現
場

を
観
察
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
一
〇
〇
〇
社
以
上
の
現
場
を
観

察
し
て
も
な
お
、「
こ
の
よ
う
な
事
例
は
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
新
た
な
発
見
が
ほ
ぼ
毎
回
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
見
が
常
に

あ
る
の
で
、
産
業
分
析
に
お
い
て
は
、
統
計
や
理
論
に
加
え
て
、
開
発
セ

ン
タ
ー
や
工
場
な
ど
、「
も
の
づ
く
り
現
場
」
を
直
接
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

C
A
P
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
よ
う
な
観
察
を
積
み
重
ね
た
結
果
と
し
て

得
ら
れ
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
え
る
。
こ
の
分
析
枠
組
は
約
二
〇
年
前

よ
り
使
用
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
書
い
た
『
日
本
の
も
の
造
り
哲
学
』

で
も
紹
介
し
て
い
る
。
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さ
せ
た
が
、
最
終
的
に
は
本
社
命
令
で
閉
鎖
と
な
っ
た
工
場
も
あ
っ
た
。

実
際
に
国
内
製
造
業
の
企
業
数
は
約
三
〇
年
で
半
減
し
た
。
し
か
し
、
裏

を
返
せ
ば
、
存
続
し
た
半
数
の
企
業
の
み
で
以
前
を
上
回
る
付
加
価
値
を

生
み
出
し
て
お
り
、
生
き
残
っ
た
企
業
群
の
平
均
的
な
能
力
構
築
や
競
争

力
向
上
は
著
し
い
。
し
か
し
一
方
、
日
本
製
造
業
は
ピ
ー
ク
時
で
も
就
業

者
数
約
一
五
〇
〇
万
人
、
現
在
で
も
約
一
〇
〇
〇
万
人
の
「
中
規
模
製
造

業
」
で
あ
る
。
日
本
製
造
業
の
将
来
展
望
に
関
し
て
も
、
上
記
の
「
根
拠

な
き
悲
観
論
」
は
無
意
味
だ
が
、逆
に
「
経
済
大
国
へ
の
復
帰
」
と
か
「
世

界
首
位
へ
の
回
帰
」
と
い
っ
た
主
張
も
、
過
去
も
含
め
客
観
的
な
根
拠
に

乏
し
く
建
設
的
な
議
論
を
生
ま
な
い
。
考
え
る
べ
き
は
「
中
規
模
製
造
業

と
し
て
の
勝
ち
筋
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
十
分
に
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

三
〇
年
ぶ
り
の
生
産
性
底
上
げ
時
代

　

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
二
〇
二
〇
年
頃
ま
で
の
約
三
〇
年
間
は
「
ポ
ス
ト

冷
戦
期
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
代
か
ら

我
々
は
再
び
「
新
し
い
時
代
」
へ
と
突
入
し
て
お
り
、
生
産
性
の
底
上
げ

が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
地
域
・
企
業
は
、

生
産
性
の
向
上
を
継
続
し
な
け
れ
ば
生
き
残
り
に
く
い
時
代
と
な
る
だ
ろ

う
。
生
産
性
底
上
げ
は
、
高
成
長
産
業
で
も
低
成
長
産
業
で
も
必
要
だ

が
、
と
く
に
後
者
の
場
合
、
雇
用
安
定
の
た
め
に
は
、
生
産
性
向
上
と
同

時
に
需
要
創
造
も
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
観
察
し
て
き
た
多
く
の

中
小
企
業
の
中
に
も
、
生
産
性
向
上
と
需
要
創
造
の
両
方
を
実
現
し
て
き

た
優
れ
た
企
業
や
工
場
が
多
数
存
在
す
る
。
生
産
性
が
向
上
す
る
と
、
低

成
長
事
業
な
ら
必
要
人
員
数
が
減
り
、
例
え
ば
二
〇
〇
人
規
模
の
工
場
が

一
五
〇
人
程
度
で
事
業
運
営
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
余
剰
と
な
っ

た
五
〇
人
の
従
業
員
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
る
の
か
。

五
〇
人
の
人
員
整
理
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
継
続
的
な
生
産
性
向
上

の
従
業
員
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
確
保
で
き
な
い
。
雇
用
安
定
型
の
日
本
企

業
に
と
っ
て
、
解
雇
は
最
終
手
段
で
あ
る
。

　

日
本
の
中
堅
・
中
小
地
場
企
業
の
多
く
は
、
今
も
『
売
り
手
（
企
業
）

よ
し
、
買
い
手
（
顧
客
）
よ
し
、
世
間
（
地
域
）
よ
し
』
と
い
う
「
三
方

良
し
」
の
考
え
方
が
強
い
。「
経
済
が
停
滞
す
る
状
況
下
で
、
生
き
残
る

た
め
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
結
果
、
発
生
し
た
余
剰
人
員
は
解
雇
す
る

の
か
」
と
、
一
〇
年
ほ
ど
前
、
北
陸
の
繊
維
工
場
の
あ
る
社
長
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
冗
談
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
私
は
こ

の
町
で
表
通
り
を
歩
け
な
く
な
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
例
え
ば
こ
の
工
場

で
は
、
生
産
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
一
方
で
、
余
っ
た
人
員
の
た
め
に

社
長
が
走
り
回
っ
て
革
新
的
な
繊
維
の
仕
事
を
親
会
社
と
交
渉
し
て
五
〇

人
分
獲
得
し
、
二
〇
〇
人
の
雇
用
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
三
方
良
し
の

う
ち
の
「
世
間
よ
し
」
は
、
今
の
言
葉
な
ら
「
地
域
貢
献
」
と
表
現
で
き

る
。
そ
し
て
地
域
貢
献
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
安
定
雇
用
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
議
論
は
、
経
済
計
算
上
も
、
生
産
性
向
上
と
需
要
創
造
の
同
時
追
求

が
、
雇
用
安
定
と
利
益
確
保
（
企
業
存
続
）
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
方
程

式
と
し
て
成
立
す
る
。

「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
の
本
質
と
新
し
い
時
代
へ
の
突
入

　

過
去
数
十
年
の
日
本
と
中
国
の
賃
金
推
移
を
比
較
す
れ
ば
、
一
九
五
〇

〜
八
〇
年
代
の
冷
戦
期
（
経
済
成
長
期
）
の
日
本
の
継
続
的
な
賃
金
上
昇
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は
、
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
低
賃
金
・
人
口
大
国
で
あ
る
隣

国
・
中
国
の
世
界
市
場
参
入
（
い
わ
ゆ
る
一
九
九
二
年
南
巡
講
話
）
を
境

に
、
突
如
と
し
て
終
わ
り
、
そ
の
後
、
約
三
〇
年
の
長
い
停
滞
局
面
を
迎

え
た
こ
と
が
、
産
業
統
計
資
料
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
一
九
九
〇
年
代
当

時
の
中
国
製
造
業
に
お
け
る
賃
金
水
準
は
約
一
万
円
で
あ
り
、
約
二
〇
万

円
だ
っ
た
日
本
の
賃
金
（
高
卒
・
高
専
平
均
初
任
給
か
ら
推
定
）
と
比
較

し
て
二
〇
分
の
一
と
い
う
圧
倒
的
な
差
が
、
冷
戦
終
結
と
と
も
に
突
如
出

現
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
十
数
年
間
、中
国
内
陸
部
か
ら
都
市
部
へ
「
労

働
力
の
無
制
限
供
給
」
が
あ
り
、
中
国
の
賃
金
上
昇
が
抑
制
さ
れ
続
け
た

結
果
、
日
本
企
業
は
、
中
国
の
一
〇
〜
二
〇
倍
と
い
う
賃
金
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
、
非
常
に
厳
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ス
ト
競
争
を
強
い
ら

れ
た
。
非
価
格
競
争
力
で
コ
ス
ト
差
を
カ
バ
ー
で
き
る
産
業
（
例
え
ば
自

動
車
）
は
別
と
し
て
、
賃
金
や
コ
ス
ト
の
高
低
が
国
際
競
争
力
に
直
結
す

る
産
業
（
例
え
ば
家
電
・
繊
維
・
雑
貨
品
な
ど
）
で
は
、
国
内
産
業
に
勝

ち
目
は
な
く
、
実
際
に
多
く
の
日
本
企
業
が
国
内
工
場
を
縮
小
・
閉
鎖
し
、

中
国
等
の
低
賃
金
国
に
生
産
拠
点
を
移
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
製
造
業

は
（
総
付
加
価
値
額
は
減
ら
な
か
っ
た
も
の
の
）、
二
〇
一
〇
年
頃
ま
で

に
就
業
者
数
が
一
五
〇
〇
万
人
か
ら
約
一
〇
〇
〇
万
人
に
減
少
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ー
サ
ー
・
ル
イ
ス
が
半
世
紀
以
上
前
に
予
見
し
た
通
り
、

や
が
て
「
ル
イ
ス
の
転
換
点
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
が
到
来
す
る
。
就
業
者

数
が
約
二
億
人
か
ら
三
億
人
に
膨
張
し
た
「
世
界
の
工
場
」
た
る
中
国
製

造
業
は
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
、
内
陸
部
の
余
剰
労
働
力
が
底
を
突
き
、

労
働
力
不
足
の
局
面
に
入
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
中
国
の
賃
金
は
、
お
お
よ

そ
五
年
で
二
倍
の
ペ
ー
ス
で
高
騰
し
、
二
〇
二
〇
年
代
に
は
日
本
の
約
半

分
の
水
準
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
、
中
国
の
経
済
成
長
と
賃
金
上
昇
も
終

わ
り
、
停
滞
期
に
入
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
団
塊
世
代
の
退
職
も
あ
り

労
働
力
不
足
の
局
面
に
入
り
、
平
均
賃
金
が
約
三
〇
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転

じ
た
。

　

仮
に
、
冷
戦
終
結
・
中
国
製
造
業
の
世
界
市
場
参
入
を
契
機
と
す
る

価
格
と
賃
金
水
準
の
停
滞
の
時
代
を
「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
」
と
呼
ぶ
な
ら
、

二
〇
二
〇
年
代
か
ら
、
日
本
は
そ
の
先
の
新
し
い
時
代
へ
突
入
し
た
と
解

釈
で
き
る
。
上
述
し
た
構
造
的
転
換
の
理
解
こ
そ
が
、
将
来
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
総
じ
て
、
一
九
九
〇
年
代
〜

二
〇
一
〇
年
代
の
日
本
製
造
業
は
、
巨
大
な
国
際
賃
金
ハ
ン
デ
や
国
内
経

済
停
滞
の
中
で
、「
設
計
の
比
較
優
位
」
を
持
た
な
い
デ
ジ
タ
ル
産
業
を

中
心
に
壊
滅
的
に
衰
退
し
た
産
業
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
う
成
長
産
業

も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
縮
小
せ
ず
、
生
産
性
も
向
上
し
た
。
つ
ま
り
、

日
本
製
造
業
が
こ
の
間
に
経
験
し
た
の
は
、「
苦
闘
の
三
〇
年
」
で
は
あ
っ

た
が
、「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
で
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
を
統
計
的
に
確
認
す
る
た
め
に
、
過
去
三
〇
年
間
の
日
本
製
造
業

に
対
す
る
産
業
デ
ー
タ
の
一
部
を
み
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇

年
に
約
一
五
〇
〇
万
人
だ
っ
た
就
業
者
数
は
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
約

一
〇
〇
〇
万
人
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
い
わ
ゆ
る
「
就
職
氷
河
期
」

と
重
な
る
が
、
こ
の
間
の
失
業
率
は
二
％
〜
五
％
で
国
際
的
に
は
低
い
方

だ
っ
た
の
で
、
五
〇
〇
万
人
が
失
業
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
主
に
非
製
造

業
（
サ
ー
ビ
ス
業
）
に
流
れ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
製
造
業
の
「
付
加
価
値
生
産
性
」（
実
質
付
加
価
値
総
額
÷

製
造
業
就
業
者
数
）
は
三
〇
年
間
で
約
二
倍
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に

約
六
〇
〇
万
円/
人
・
年
だ
っ
た
付
加
価
値
生
産
性
は
、
約
三
〇
年
後
の

二
〇
二
〇
年
代
に
は
二
倍（
約
一
二
〇
〇
万
円/

人・年
）に
な
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
G
D
P
の
約
八
割
を
占
め
る
非
製
造
業
に
お
け

る
付
加
価
値
生
産
性
は
、
こ
の
三
〇
年
間
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
製
造
業
が
長
年
に
わ
た
り
、
付
加
価
値

生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
き
た
事
実
は
、
マ
ク
ロ
経
済
指
標
の
客
観
的
エ
ビ

デ
ン
ス
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
倍
も
の
賃
金
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
（
賃
金
差
）
を
背
負
い
、
苦
戦
し
つ
つ
も
戦
い
抜
い
た
そ
の
軌

跡
は
、
十
分
に
評
価
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。

V
/a（
付
加
価
値
生
産
性
）＝
 P（
価
格
）×
v（
付
加
価
値
率
）

×
1/ a（
物
的
労
働
生
産
性
）

※
 V
＝
1個
当
た
り
付
加
価
値
額
、
a＝
労
働
投
入
係
数
、

v＝
付
加
価
値
率（
V
/P
）

　

個
々
の
製
品
・
工
程
ご
と
の
付
加
価
値
生
産
性
は
、
数
式
に
表
す
と
三

つ
の
要
素
に
分
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
各
要
素
の
向
上
が
付
加
価
値
生
産

性
の
改
善
に
直
結
す
る
。
具
体
的
に
は
、
価
格
は
「
商
売
改
善
」
と
「
設

計
改
善
（
設
計
高
度
化
）」、
付
加
価
値
率
は
「
設
計
改
善
（
V
E
な
ど
の

設
計
合
理
化
）」、
物
的
労
働
生
産
性
は
「
生
産
改
善
」
に
よ
っ
て
引
き
上

げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
（
T
P
S
）
を

導
入
し
て
徹
底
し
た
ム
ダ
取
り
や
省
人
化
を
推
進
す
る
と
い
っ
た
多
く
の

日
本
企
業
の
取
り
組
み
は
、
物
的
労
働
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
「
生
産

改
善
」
の
範
疇
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
生
産
改
善
」
を
推
し

進
め
る
だ
け
で
は
、
充
分
な
付
加
価
値
を
確
保
・
維
持
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
点
、
例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
動
車
で
は
、
T
P
S
で
「
生
産
改
善
」

を
徹
底
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
同
時
に
V
E
（
バ
リ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
）
に
基
づ
く
設
計
の
合
理
化
、
す
な
わ
ち
「
設
計
改
善
」
を
同
時
並

行
で
進
め
て
お
り
、
設
計
改
善
だ
け
で
も
毎
年
一
〇
〇
〇
億
円
以
上
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
価
格
決
定
に
お
い
て
も
、
自
動
車
の
場
合
は
、
製
品
設
計
を

高
度
化
し
た
分
、
そ
の
付
加
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
設
定
を
行
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
例
え
ば
、
か
つ
て
二
〇
〇
万
円
だ
っ
た
車
が
、
設
計
高
度
化
と

付
加
価
値
向
上
に
応
じ
て
、
い
つ
の
間
に
か
三
〇
〇
万
円
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
印
象
を
持
つ
が
、
そ
れ
で
も
市
場
で
は
そ
の
価
格
で
製
品
が
支
持

さ
れ
、
納
車
待
ち
が
発
生
し
、
売
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
性
能
の
向

上
を
欠
い
た
安
易
な
価
格
転
嫁
は
排
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
当
該
製
品
の
機

能
や
性
能
の
向
上
の
対
価
と
し
て
相
応
の
価
格
を
設
定
す
る
値
決
め
戦
略

は
、
経
済
合
理
性
に
適
っ
た
意
思
決
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
設
計
内
容
と

付
加
価
値
に
見
合
う
「
的
確
な
値
決
め
」
は
、
今
後
の
経
営
に
お
い
て
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
品
質
・
機
能
に
見
合
っ
た
適
正
な
値
決
め
は

経
営
者
の
仕
事
で
あ
る
と
、
稲
盛
和
夫
氏
も
強
く
主
張
し
て
い
る
。
価
格

決
定
戦
略
を
放
棄
し
、
慣
性
的
に
価
格
据
え
置
き
、
あ
る
い
は
下
げ
続
け

る
姿
勢
は
、
中
国
等
と
の
賃
金
差
が
二
〇
倍
も
あ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
に

は
不
可
避
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
も
そ
の
慣
性
が
続
く
と
す
れ

ば
、長
年
の
デ
フ
レ
期
に
染
み
付
い
た「
負
け
癖
」と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

設
計
改
善
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
付
加
価
値
に
見
合
う
分
だ
け
適
切
に
価

格
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
価
格
転
嫁
で
も
値
上
げ
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、

設
計
改
善
に
も
関
わ
ら
ず
弱
気
な
価
格
据
置
を
続
け
る
の
は
、事
実
上
「
無

駄
な
値
下
げ
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
戦
略

　

ポ
ス
ト
冷
戦
期
と
呼
ば
れ
た
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
を
経
て
、

次
の
時
代
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
企
業
な
の
だ

ろ
う
か
。
企
業
経
営
を
生
産
性
向
上
と
需
要
創
造
の
二
軸
で
捉
え
る
と
、

こ
れ
ら
双
方
を
追
求
す
る
「
積
極
的
企
業
」
と
、
い
ず
れ
も
停
滞
し
て
い

る「
消
極
的
企
業
」の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
価
格
も
賃
金
も
停
滞
し
た「
ポ

ス
ト
冷
戦
期
」
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
企
業
も
、
経
済
計
算
上
、
生
存

が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
価
格
・
賃
金
ア
ッ
プ
の
中
で
産
業
競
争
が

続
く
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、「
積
極
的
企
業
」
が
生
き
残
る
一
方
で
、「
消

極
的
企
業
」
が
存
続
す
る
こ
と
は
益
々
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
競
争
が
厳

し
い
産
業
で
は
、
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
そ
の
ま
ま
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
賃
金
の
上
昇
と
原
材
料
費
の
高
騰
が
続
く
局
面
に
お
い
て
、

競
争
が
厳
し
く
価
格
転
嫁
が
困
難
な
製
品
を
扱
う
企
業
が
利
益
を
確
保
し

て
生
き
残
る
た
め
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
物
的
労
働
生
産
性
」
を
高
め

る
以
外
に
道
は
な
い
。
こ
の
論
理
は
単
な
る
根
性
論
で
は
な
く
、
コ
ス
ト

計
算
式
を
用
い
て
表
現
し
て
そ
う
な
る
。「
良
い
流
れ
」
に
よ
る
生
産
性

向
上
と
「
良
い
設
計
」
に
よ
る
需
要
創
造
を
行
う
「
付
加
価
値
経
営
」
を

実
践
す
る
積
極
的
企
業
だ
け
が
生
き
残
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
設
計
改
善
」
を
反
映
し
な
い
「
価
格
据
え
置
き
」

を
良
し
と
す
る
姿
勢
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
染
み
付
い
た
「
負
け
癖
」
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。「
付
加
価
値
経
営
」
の
推
進
と
は
、
創
出
さ
れ
た
付

加
価
値
に
見
合
っ
た
適
正
価
格
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
こ

そ
が
本
来
、
産
業
全
体
が
目
指
す
べ
き
望
ま
し
い
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
の

点
、
自
動
車
産
業
が
付
加
価
値
に
見
合
う
価
格
設
定
で
一
定
の
成
果
を
収

め
て
い
る
の
に
対
し
、
家
電
産
業
は
、
継
続
的
な
設
計
改
善
に
も
か
か
わ

ら
ず
弱
気
な
価
格
設
定
が
続
い
た
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
家
電
産
業
で
も
、
付
加
価
値
に
見
合
う
適
正
な
価
格
を
維
持
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
事
例
と
し
て
、
ド
ラ
ム
式
洗
濯
機
が
挙
げ
ら
れ
る
。
約

三
〇
万
円
と
い
う
高
価
格
帯
な
が
ら
、
生
活
を
一
新
さ
せ
る
そ
の
価
値
を

認
め
る
消
費
者
層
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

マ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
戻
る
と
、
工
業
製
品
の
輸
出
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

日
本
の
産
業
が
強
い
と
言
わ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
、
日
本
の
工
業
製
品
の

輸
出
額
は
四
〇
兆
円
以
下
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
四
年
に
は
一
〇
〇
兆
円
を

超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
日
本
の
工
業
製
品
輸
入
も
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
日
本
の
貿
易
状
況
は
、
二
〇
〇
年
前
に

デ
ヴ
ィ
ッ
ド・リ
カ
ー
ド
が
提
唱
し
た
「
比
較
優
位
説
」
に
基
づ
き
、概
ね
、

得
意
な
工
業
製
品
を
た
く
さ
ん
輸
出
し
、
不
得
意
な
工
業
製
品
は
た
く
さ

ん
輸
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
が
有
す
る
比
較
優
位
・
比
較
劣
位
の
所
在
、
す
な

わ
ち
「
日
本
の
製
造
業
は
何
が
得
意
で
、
何
が
不
得
意
か
」
を
冷
静
に
見

極
め
る
こ
と
が
経
営
戦
略
や
産
業
政
策
の
策
定
の
出
発
点
と
な
る
。
集
計

的
な
結
果
は
貿
易
統
計
に
現
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
製
品
の
輸
出
比
率
が
高
い
の
か
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
つ
の
参
考
に
な
る
の
が
「
設
計
の
比
較
優
位
」
と
い
う
視

点
で
あ
る
。
製
品
に
は
、
複
雑
な
設
計
（
構
造
・
機
能
関
係
）
の
も
の
も

あ
れ
ば
、
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
設
計
の
製
品
も
存
在
す
る
。
我
々
は
こ
う

し
た
製
品
の
設
計
特
性
を
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（A

rchitecture

）
と
い
う
概

念
で
定
義
し
て
お
り
、
複
雑
な
設
計
（
多
対
多
対
応
の
機
能
構
造
関
係
）

を
要
す
る
製
品
は
「
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
（
擦
り
合
わ
せ
）
型
」
の
ア
ー
キ
テ
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ク
チ
ャ
、
シ
ン
プ
ル
な
設
計
（
一
対
一
対
応
の
機
能
構
造
関
係
）
の
製
品

は
「
モ
ジ
ュ
ラ
ー
（
組
み
合
わ
せ
）
型
」
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
分
類
し

て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
が
得
意
と
す
る
分
野
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
東
京
大
学
と
経
済
産
業
省
に
よ
る
共
同
調
査
の
結
果
、
日
本
が
比
較

優
位
を
有
す
る
領
域
は
、複
雑
な
設
計
や
高
度
な
調
整
を
必
要
と
す
る
「
イ

ン
テ
グ
ラ
ル
（
擦
り
合
わ
せ
）
型
」
製
品
で
あ
る
傾
向
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
統
計
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

P
C
の
生
産
拠
点
は
も
は
や
国
内
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
一
方

で
、
電
子
部
品
や
半
導
体
製
造
装
置
、
工
作
機
械
、
高
機
能
自
動
車
、
機

能
性
化
学
製
品
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
高
い
輸
出
比
率
を
維
持
し
て
い
る
。

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
製
品
は
、設
計
に
お
い
て
複
雑
な
調
整
を
要
す
る
「
擦

り
合
わ
せ（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
）型
」に
分
類
さ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

中
規
模
の
日
本
製
造
業
が
と
る
べ
き
戦
略
の
一
つ
は
、
厳
し
い
機
能
要
求

や
制
約
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
複
雑
な
設
計
（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
型
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
）
の
製
品
、
つ
ま
り
得
意
分
野
で
の
生
産
と
輸
出
に
注
力
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

「
設
計
の
比
較
優
位
」
に
基
づ
く
二
正
面
戦
略

　

日
本
製
造
業
が
就
業
者
数
約
一
〇
〇
〇
万
人
の
「
中
規
模
」
で
あ
る
の

に
対
し
、
中
国
製
造
業
の
就
業
者
数
は
約
三
億
人
と
推
定
さ
れ
る
。「
中

規
模
国
家
」
の
戦
略
の
要
諦
は
、
自
由
貿
易
を
通
じ
て
「
貿
易
の
利
益
」

を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
比
較
優
位
を
持
つ
得
意
分
野
へ
徹

底
的
に
特
化
・
集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
企
業
の
経

営
計
画
や
政
府
の
産
業
政
策
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
強
み
よ
り
も
、
成
長

分
野
へ
の
投
資
が
一
方
的
に
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
半
導
体
、
宇
宙・

航
空
、
医
療
と
い
っ
た
、
世
界
の
成
長
産
業
に
注
目
す
る
こ
と
自
体
は
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
社
の
特
定
事
業
の
規
模
は

「
産
業
規
模
×
自
社
シ
ェ
ア
」、
日
本
の
特
定
産
業
の
規
模
は
「
世
界
産
業

規
模
×
日
本
シ
ェ
ア
」
で
あ
る
。
世
界
の
有
望
成
長
産
業
で
あ
っ
て
も
、

日
本
産
業
や
日
本
企
業
が
持
続
的
な
競
争
優
位
を
獲
得
で
き
ず
、
微
少
な

シ
ェ
ア
に
留
ま
る
な
ら
、
そ
の
自
社
事
業
や
日
本
産
業
に
将
来
性
は
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
、
世
界
の
有
望
成
長
産
業
の
情
報
は
圧
倒
的

な
量
で
米
国
か
ら
入
っ
て
く
る
が
、
そ
の
多
く
は
「
ア
メ
リ
カ
が
競
争
優

位
を
持
つ
産
業
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
「
世
界
的
に
見
て
有
望

な
成
長
分
野
に
見
え
る
」
と
い
う
理
由
の
み
で
安
易
に
参
入
し
た
と
し
て

も
、
勝
ち
筋
（
競
争
優
位
）
が
見
え
て
い
な
け
れ
ば
勝
ち
目
は
な
い
の
で

あ
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
企
業
が
有
す
る
組
織
能
力
の
傾
向
に
は
違
い
が

あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
得
意
分
野
も
異
な
る
」
と
い
う
、
経
済
学
二
〇
〇

年
の
比
較
優
位
原
則
を
前
提
に
、
戦
略
的
に
考
え
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
も
、
い
わ
ば
「
二
正
面
戦

略
」
と
も
い
う
べ
き
し
ぶ
と
い
戦
略
を
展
開
す
る
日
本
企
業
も
あ
る
。
例

え
ば
、
得
意
な
「
擦
り
合
わ
せ
（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
）
型
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」

の
製
品
で
は
、
設
計
の
比
較
優
位
を
武
器
に
、
製
品
の
機
能
向
上
の
手
を

緩
め
ず
、「
高
価
格
・
超
高
性
能
」
の
製
品
を
「
性
能
重
視
」
の
顧
客
に

売
り
切
り
、
製
品
性
能
で
追
随
を
許
さ
な
い
「
逃
げ
切
り
」
戦
略
を
追
求

す
る
。
一
方
、
新
興
国
の
製
品
が
技
術
力
を
上
げ
、「
低
価
格
・
ま
あ
ま

あ
性
能
」
の
製
品
で
、
性
能
・
価
格
バ
ラ
ン
ス
型
の
顧
客
を
奪
う
状
況
、

つ
ま
り
「
逃
げ
切
り
が
困
難
」
と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
日
本
企
業
の
中
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に
は
、
逃
げ
切
り
一
辺
倒
の
戦
略
を
転
換
し
、
反
転
し
て
新
興
国
企
業
と

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
構
築
し
て
成
功
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

顧
客
が
徹
底
的
に
価
格
重
視
の
市
場
は
割
り
切
っ
て
捨
て
る
、
あ
る
い
は

自
社
の
新
興
国
拠
点
に
任
せ
る
。
つ
ま
り
、「
逃
げ
る
・
組
む
・
捨
て
る
」

の
明
確
な
判
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

中
国
・
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
ホ
ン
ダ
の
二
輪
事
業
の
戦
略
は
、
こ
う

し
た
比
較
優
位
に
基
づ
く
峻
別
と
状
況
に
応
じ
た
戦
略
的
提
携
の
典
型
例

と
い
え
る
。
自
社
の
中
国
事
業
が
中
国
企
業
の
格
安
模
倣
品
に
よ
っ
て
、

価
格
重
視
の
中
国
地
方
市
場
で
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
際
、
ホ
ン
ダ
は
あ
え

て
、
現
地
で
最
も
高
い
模
倣
能
力
を
持
つ
と
評
価
し
た
中
国
企
業
（
新
大

洲
）
と
の
資
本
提
携
を
行
い
、
同
社
に
ホ
ン
ダ
の
中
国
向
け
モ
デ
ル
を
生

産
さ
せ
た
。
ホ
ン
ダ
は
こ
の
中
国
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
低

コ
ス
ト
生
産
能
力
を
尊
重
し
活
用
す
る
一
方
、
製
品
の
品
質
・
性
能
面
の

向
上
を
行
う
こ
と
で
、
ホ
ン
ダ
品
質
の
ホ
ン
ダ
製
品
の
、
従
来
の
二
分
の

一
の
コ
ス
ト
に
よ
る
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
模
倣
品
の
三

倍
も
し
て
い
た
ホ
ン
ダ
・
モ
デ
ル
の
価
格
は
一・五
倍
に
ま
で
低
下
し
た
。

ホ
ン
ダ
製
品
と
中
国
模
倣
品
の
性
能
の
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
価
格
重
視
の

中
国
市
場
は
と
も
か
く
、
性
能
・
価
格
バ
ラ
ン
ス
型
の
顧
客
が
多
い
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
で
は
、
ホ
ン
ダ
製
品
の
競
争
力
が
復
活
し
、
シ
ェ
ア
で
中
国
品

を
圧
倒
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
中
国
企
業
と
組
む
こ
と
で
中
国
製
品
に
勝
つ
」

と
い
う
二
正
面
戦
略
で
あ
る
。

　

現
在
の
厳
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
で
は
、
全
面
的
に
勝
つ
こ
と
は
難

し
く
、
勝
て
る
領
域
と
勝
ち
筋
を
絞
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
て

い
る
有
力
な
日
本
企
業
は
少
な
く
な
い
。
単
純
な
楽
観
論
も
、
単
純
な
悲

観
論
も
、企
業
や
事
業
の
成
長
を
生
ま
な
い
。そ
の
点
、「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」

を
経
て
、「
ど
う
せ
何
を
や
っ
て
も
駄
目
だ
」
と
い
う
「
負
け
癖
」
が
染

み
付
い
て
し
ま
っ
た
企
業
も
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
今
こ
そ
自
社
の
競
争
戦

略
（
勝
ち
筋
）
を
改
め
て
原
点
か
ら
見
直
し
、
組
織
能
力
や
製
品
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
の
戦
略
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

C
A
P
ア
プ
ロ
ー
チ
：
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
産
業
分
析

　

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
産
業
分
析
に
お
い
て
は
、「
設
計
の
比
較
優
位
」

と
い
う
視
点
を
真
摯
に
捉
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。
標
準
的
な
経
済
学
は
、

過
去
約
一
〇
〇
年
、
標
準
設
計
製
品
の
静
態
的
生
産
を
前
提
と
し
て
一
般

均
衡
モ
デ
ル
を
極
め
て
き
た
が
、
そ
の
反
面
、
産
業
現
象
を
付
加
価
値
の

流
れ
で
捉
え
る
と
い
う
発
想
が
弱
く
、
ま
た
、
付
加
価
値
の
根
拠
で
あ
る

設
計
の
概
念
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
の
複
雑
な
競

争
環
境
に
お
い
て
は
、
個
々
の
製
品
の
設
計
概
念
の
綿
密
な
分
析
な
し
に

は
、
少
な
く
と
も
産
業
現
象
の
分
析
は
成
立
し
な
い
。
こ
れ
が
、
私
が
約

四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
産
業
現
場
を
観
察
し
続
け
て
導
き
出
し
た
結
論
で

あ
る
。
そ
こ
で
提
唱
し
た
の
が
、産
業
競
争
に
お
け
る「
設
計
」と
そ
の「
流

れ
」
を
分
析
す
る
「
C
A
P
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
（
図
1
）。
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図 1　CAPアプローチ：グローバル化時代の産業分析

　

C
A
P
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
産
業
現
場
の
組
織
能
力
（Capability

）
と

製
品
現
物
の
設
計
思
想
（A

rchitecture

）
の
動
態
的
な
適
合
が
、
産
業
の

競
争
力
（Perform

ance

）
を
高
め
る
と
捉
え
る
。
例
え
ば
、
歴
史
的
な
理

由
で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
代
表
さ
れ
る
「
高
度
な
調
整
能
力
を
持
つ
産
業

現
場
」
が
数
多
く
存
在
す
る
国
は
、
高
度
な
調
整
を
必
要
と
す
る
「
調
整

集
約
的
な
製
品（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
型
製
品
）」に
お
い
て「
設
計
の
比
較
優
位
」

を
獲
得
し
や
す
い
の
で
、
そ
の
領
域
に
特
化
・
集
中
す
る
こ
と
で
、
産
業

の
競
争
力
や
付
加
価
値
を
最
大
化
で
き
る
。
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
に

代
表
さ
れ
る
「
分
業
と
専
門
化
に
長
け
た
調
整
節
約
的
な
組
織
」
が
主
流

の
国
の
産
業
現
場
は
、
高
度
な
調
整
を
必
要
と
し
な
い
「
調
整
節
約
的
な

製
品
（
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
製
品
）」
に
お
い
て
、
そ
の
競
争
力
を
発
揮
し
や

す
い
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

競
争
力
（P

erform
ance

）

　

競
争
力
（Perform

ance

）
の
本
質
は
「
選
ば
れ
る
力
」
で
あ
る
。
競
争

力
は
「
表
の
競
争
力
」
と
「
裏
の
競
争
力
」
に
大
別
で
き
、
さ
ら
に
、「
誰

が
誰
に
選
ば
れ
る
か
」
を
基
準
に
分
類
す
れ
ば
、
①
企
業
が
資
本
市
場
で

選
ば
れ
る
「
収
益
力
」（
稼
ぐ
力
）、
例
え
ば
利
益
率
や
株
価；

②
そ
の
製

品
が
製
品
市
場
で
選
ば
れ
る
「
表
の
競
争
力
」（
売
る
力
）
例
え
ば
市
場

シ
ェ
ア
や
価
格；

③
そ
れ
を
作
る
現
場
が
経
営
者
に
選
ば
れ
る
「
裏
の
競

争
力
」（
付
加
価
値
の
流
れ
の
良
さ
）
例
え
ば
物
的
生
産
性
や
製
造
品
質；

以
上
の
三
層
に
分
類
で
き
る
。
そ
し
て
、
裏
の
競
争
力
（
流
れ
の
良
さ
）

は
、
良
い
流
れ
を
作
る
組
織
ル
ー
チ
ン
の
体
系
、
す
な
わ
ち
、
④
も
の
づ

く
り
組
織
能
力
（
流
れ
を
作
る
仕
組
み
）
が
支
え
て
い
る
。
組
織
能
力
↓

競
争
力
の
因
果
連
鎖
は
、
こ
の
四
層
で
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
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四
つ
の
要
素
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
層
の
強
み
が
上

層
へ
と
連
鎖
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
①
収
益
力
は
資
本
市
場
に
お
い
て

当
該
企
業
が
投
資
家
に
選
ば
れ
る
力
（
会
社
の
も
う
け
、
株
価
）
を
示
し
、

②
表
の
競
争
力
は
実
物
市
場
に
お
い
て
当
該
企
業
の
製
品
が
顧
客
に
選
ば

れ
る
力
（
価
格
、
性
能
、
納
期
、
ブ
ラ
ン
ド
、
広
告
の
効
果
、
市
場
シ
ェ

ア
、
顧
客
の
満
足
度
）
を
意
味
す
る
。
③
裏
の
競
争
力
は
顧
客
か
ら
は
見

え
な
い
現
場
の
実
力
を
測
る
指
標
の
こ
と
で
、
そ
の
製
品
を
つ
く
っ
て
い

る
工
場
が
経
営
者
に
選
ば
れ
る
力
（
生
産
性
、
コ
ス
ト
、
生
産
リ
ー
ド
タ

イ
ム
、
開
発
リ
ー
ド
タ
イ
ム
、
開
発
生
産
性
）
を
示
す
。
最
後
に
、
④
も

の
づ
く
り
の
組
織
能
力
は
、
競
争
力
の
連
鎖
の
基
盤
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、

他
社
が
簡
単
に
真
似
で
き
な
い
現
場
レ
ベ
ル
の
「
付
加
価
値
の
良
い
流
れ

を
作
る
組
織
ル
ー
チ
ン
」（
整
理
整
頓
・
清
潔
、
問
題
解
決
、
改
善
、
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
…
）
を
指
し
示
す
。
ト
ヨ
タ
生

産
方
式
と
い
う
組
織
能
力
は
約
二
〇
〇
の
ル
ー
チ
ン
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
ル
ー
チ
ン
群
が
現
場
の
「
良
い
流
れ
」
を
支
え
る
重
要
な
組

織
能
力
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
も
の
づ
く
り
の
本
質
は
「『
良
い
設
計
』
の
『
良
い
流
れ
』

を
つ
く
る
こ
と
」
と
表
現
で
き
る
。
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
際
、
真
っ

先
に
検
討
す
べ
き
は
「
良
い
流
れ
」
を
実
現
す
る
「
裏
の
競
争
力
」
を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
物
的
生
産
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
余

地
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
現
場
で
は
、
改
善
に
よ
っ
て
生

産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
五
分
の
一
に
短
縮
し
、
生
産
性
を
五
倍
に
引
き
上
げ

る
と
い
っ
た
事
例
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（A
rchitecture

）

　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（A

rchitecture

）
は
、「
設
計
思
想
」
と
も
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
人
工
物
（
例
え
ば
製
品
）
の
「
機
能
」
と
「
構
造
（
部
品
）」

の
抽
象
的
な
関
係
性
を
規
定
す
る
設
計
思
想
の
こ
と
で
あ
る
（
図
2
）。

例
え
ば
「
製
品
」
と
い
う
「
取
引
さ
れ
る
人
工
物
」
の
設
計
は
、
基
本
的

に
製
品
の
機
能
要
素
と
構
造
要
素
（
部
品
）
の
関
係
性
で
表
す
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
（
組
み
合
わ
せ
）
型
製
品
の
代
表
例
で
あ

る
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
と
、「
演
算
」「
表
示
」「
記
録
」
と
い
う
三
つ
の
機
能

を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
C
P
U
」「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」「
記
憶
装
置
」
と
い
う
三

つ
の
部
品
が
単
線
的
に
具
現
化
す
る
因
果
関
係
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
機
能

群
と
構
造
群
が
一
対
一
の
対
応
関
係
で
シ
ン
プ
ル
に
結
ば
れ
て
い
る
。
一

方
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
（
擦
り
合
わ
せ
）
型
製
品
の
代
表
例
で
あ
る
自
動
車

を
見
る
と
、「
走
行
安
定
性
」「
乗
り
心
地
」「
燃
費
」
と
い
う
三
つ
の
機
能

要
素
と
、「
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
」「
ボ
デ
ィ
」「
エ
ン
ジ
ン
」
と
い
う
三
つ
の

部
品
が
相
互
に
錯
綜
す
る
形
で
影
響
し
合
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
機
能
要

素
と
構
造
要
素
が
多
対
多
の
複
雑
な
因
果
関
係
を
持
っ
て
い
る
。「
走
行

安
定
性
は
こ
の
三
つ
の
部
品
の
う
ち
、
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
」
と
自

動
車
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
尋
ね
れ
ば
、
お
そ
ら
く
「
三
つ
全
て
が
関
わ
っ
て
い

る
」と
い
う
回
答
が
返
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
残
り
の「
乗
り
心
地
」「
燃

費
」
と
い
う
機
能
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
、
三
機
能

要
素
と
三
構
造
要
素
を
つ
な
ぐ
線
の
数
に
注
目
す
る
と
、モ
ジ
ュ
ラ
ー
（
組

み
合
わ
せ
）型
は
三
本
で
あ
る
の
に
対
し
、イ
ン
テ
グ
ラ
ル（
擦
り
合
わ
せ
）

型
は
九
本
（
三
×
三
）
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
調
整
節
約
的
な

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
あ
り
、
後
者
は
調
整
集
約
的
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と

い
え
る
。
そ
の
た
め
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
型
製
品
で
は
、
歴
史
的
な
理
由
で
分
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業
型
の
現
場
が
多
い
米
中
な
ど
が
競
争
力
を
持
ち
、
逆
に
イ
ン
テ
グ
ラ
ル

型
製
品
で
は
統
合
型
の
現
場
が
多
い
日
本
な
ど
が
競
争
力
を
発
揮
し
や
す

い
。
こ
れ
が
「
設
計
の
比
較
優
位
説
」
で
あ
る
。

図2　 アーキテクチャ（Architecture）：製品の機能
と構造の関係性

　

米
国
や
中
国
に
分
業
体
制
に
長
け
た
組
織
が
目
立
つ
背
景
に
は
、
歴
史

的
な
経
路
依
存
性
が
存
在
す
る
。
基
本
的
に
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
高

度
成
長
期
に
お
い
て
労
働
力
の
流
動
性
が
極
め
て
高
か
っ
た
国
々
で
あ

る
。
中
国
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
内
陸
部
と
沿
海
部
の
間
で
、
数
千
万

規
模
の
人
口
が
概
ね
三
年
周
期
で
入
れ
替
わ
る
と
い
う
大
規
模
な
移
動

が
、
長
期
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
米
国
で
は
、

一
〇
〇
年
以
上
前
に
数
千
万
人
の
移
民
が
流
入
し
、
彼
ら
の
労
働
力
を
即

戦
力
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
大
量
生
産
方
式
が
成
り
立
っ
て
い
た
が
、

そ
の
多
く
は
数
年
後
に
は
、
よ
り
条
件
の
良
い
職
を
求
め
て
転
職
す
る
と

い
う
労
働
力
の
循
環
（
高
い
離
職
率
）
が
生
じ
て
い
た
。
人
材
の
流
動
性

が
高
い
状
況
に
お
い
て
、
人
材
を
即
戦
力
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、

シ
ン
プ
ル
な
製
品
を
、
入
れ
替
え
可
能
な
単
能
工
に
よ
る
分
業
体
制
で
生

産
す
る
こ
と
が
経
済
合
理
的
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米

中
の
移
民
や
農
民
の
大
量
流
入
な
し
に
高
度
成
長
期
を
乗
り
切
っ
た
戦
後

日
本
で
は
、
労
働
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
長
期
安
定
雇
用

が
経
済
合
理
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
力
の
流
動
性
は
、
歴
史
的
に

米
国
や
中
国
に
比
べ
て
低
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
後
日
本
で
は
「
多
能

工
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
統
合
型
・
調
整
型
の
組
織
能
力
が
発
達
し

た
。
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

組
織
能
力
（C

apability

）

　

最
後
に
、
も
の
づ
く
り
の
組
織
能
力
（Capability

）
は
「
良
い
設
計
の

良
い
流
れ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
ル
ー
チ
ン
の
集
合
体
を
意
味
す
る
。

先
述
し
た
通
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
約
二
〇
〇
の
ル
ー
チ
ン
を
備
え
て
お

り
、高
度
な
調
整
能
力
の
集
合
体
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、現
場
の
「
流

れ
改
善
」
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
推
進
す
る
に
は
、ま
ず
現
場
組
織
が
「
流

れ
図
」
を
作
成
し
、
顧
客
へ
向
か
う
付
加
価
値
（
設
計
情
報
）
の
流
れ
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
る
。
現
場
の
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
作

業
者
・
設
備
・
ソ
フ
ト
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
）
に
お
け
る
設
計
情
報
の
「
空

間
的
な
流
れ
図
」
に
加
え
、
各
工
程
の
「
時
間
的
な
流
れ
図
」
を
正
確
に

描
い
て
い
く
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
列
車
の
路
線
図
と
ダ
イ
ヤ
図
を
作

る
作
業
に
似
て
い
る
。
ま
ず
全
社
レ
ベ
ル
の
流
れ
図
（
高
高
度
の
空
間
流
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れ
図
）
を
一
枚
に
ま
と
め
、そ
の
中
で
「
流
れ
の
悪
い
部
分
」（
問
題
箇
所
）

を
特
定
す
る
。
そ
の
後
、
問
題
箇
所
が
多
い
領
域
に
ズ
ー
ム
イ
ン
し
て
、

中
高
度
、
さ
ら
に
低
高
度
の
空
間
流
れ
図
を
描
き
込
む
手
法
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
（
M
M
R
C
）
で
は
、

二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
現
場
組
織
の
改
善
活
動
の
支
援
を

継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
こ
う
し
た
産
学
連
携
活
動
が
引
き

継
が
れ
、「
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
」お
よ
び「
も

の
づ
く
り
経
営
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

工
場
長
候
補
の
有
望
人
材
を
各
社
・
各
産
業
か
ら
募
集
し
、
彼
ら
に
座
学

の
「
も
の
づ
く
り
集
中
授
業
」
を
受
講
し
て
も
ら
っ
た
後
、
他
社
・
他
産

業
の
現
場
に
入
っ
て
も
ら
い
、
三
日
間
の
現
場
観
察
と
約
三
週
間
の
改
善

検
討
を
行
っ
て
も
ら
う
。
全
体
で
二
か
月
ち
ょ
っ
と
の
こ
う
し
た「
ス
ク
ー

ル
」
を
二
〇
年
以
上
続
け
、
受
講
者
は
二
〇
〇
人
を
超
え
る
。
そ
し
て
彼

ら
の
改
善
実
習
は
、
二
〇
％
ぐ
ら
い
の
生
産
性
向
上
提
案
を
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
生
み
出
し
て
い
る
。

　

産
業
分
析
に
お
い
て
は
、
個
々
の
産
業
内
で
の
技
術
競
争
を
強
化
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
産
業
間
の
比
較
分
析
や
知
識
連
携
を
行
う
に
は
、

産
業
横
断
的
な
概
念
で
あ
る
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
や
「
も
の
づ
く
り
組

織
能
力
」
の
理
解
と
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
産
業
競
争
力
の
一
般
理
論

を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
産
業
を
超
え
て
応
用
で
き
る
汎
用
的
な
概
念
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、「
C
A
P
分
析
」は
自
動
車
、家
電
、

化
学
、
半
導
体
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
っ
た
産
業
の
異
質
性
に
関
わ
ら
ず
、

産
業
横
断
的
に
適
用
可
能
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
分
析
：
上
空
・

低
空
・
地
上
の
三
層
構
造
モ
デ
ル

　

デ
ジ
タ
ル
（Digital

）
化
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の

観
点
に
基
づ
い
て
、「
上
空
」「
低
空
」「
地
上
」
の
三
層
か
ら
な
る
構
造
と

し
て
把
握
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。「
上
空
」
は
サ
イ
バ
ー
層
で
あ
り
、

オ
ー
プ
ン
・
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
世
界
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
っ
た
、
物
理
的
な
重
さ
の
な
い
世
界
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
競
争
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、現
在
も
G
A
F
A（Google, 

A
m
azon, Facebook, A

pple

）
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
米
国
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
企
業
が
圧
倒
的
な
支
配
力
を
握
っ
て
い
る
。
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
型

プ
ロ
ダ
ク
ト
で
強
み
を
持
っ
た
日
本
企
業
は
、
オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
由
来
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
競
争
で
出
遅
れ
、
特
に
人
口
動
員
力
が

効
く
消
費
財
系
（BtoC

）
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、日
本
企
業
が
「
上

空
」
領
域
で
米
国
企
業
に
正
面
か
ら
挑
ん
で
も
勝
算
は
高
く
な
い
。
し
か

し
、
顧
客
信
頼
関
係
や
設
置
シ
ェ
ア
が
効
く
生
産
財
（BtoB

）
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
競
争
で
は
、
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
一
部
の
日
本
企
業
が
今
も
競
争
優
位
性
を
発
揮
し
て
い
る
領

域
は
「
地
上
」
で
あ
る
。「
地
上
」
は
も
の
づ
く
り
現
場
の
フ
ィ
ジ
カ
ル

層
で
あ
り
、
多
く
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
型
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

に
よ
っ
て
成
立
す
る
、
重
さ
の
あ
る
世
界
を
指
す
。
〇
か
一
の
デ
ジ
タ
ル

の
論
理
や
数
理
で
動
く
「
上
空
」
と
は
異
な
り
、「
地
上
」
で
は
重
力
・

摩
擦
・
熱
・
振
動
な
ど
の
物
理
法
則
に
支
配
さ
れ
る
た
め
、
因
果
関
係
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
設
計
（
機
能
構
造
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関
係
）
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
高
い
調
整
能
力
が
不
可
欠
と
な
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
有
力
製
造
企
業
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
磨
き
上
げ
て
き
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
調
整
能
力
に
よ
っ
て
、
こ
の

世
界
で
は
簡
単
に
模
倣
で
き
な
い
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
。

　

中
間
の
層
で
あ
る
「
低
空
」
は
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
層
で
あ
り
、「
上

空
」
と
「
地
上
」
を
つ
な
ぐ
領
域
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
四・〇
、IoT
、ソ
サ
エ
テ
ィ
五・〇
、エ
ッ
ジ・コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
な
ど
と
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
領
域
を
指
す
。
こ
の
中
間

領
域
で
は
、
上
空
と
地
上
の
双
方
の
知
識
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
持
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
顧
客
デ
ー
タ
の
管
理
・
共
有
を
伴
う
た
め
、
企

業
間
の
信
頼
性
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
日
本

企
業
に
と
っ
て
勝
機
の
あ
る
領
域
と
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
コ
マ
ツ
の

K
O
M
T
R
A
X
は
、顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
活
か
し
た
デ
ー
タ
共
有
で
、

こ
の
領
域
で
成
功
を
収
め
た
先
進
的
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
そ
の
コ
マ
ツ
も
、
競
合
企
業
と
の
デ
ー
タ
共
有
に
よ
る
よ
り
大
き
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
つ
く
り
で
は
苦
労
し
て
い
る
。
競
合
企
業
の
デ
ー
タ
共

有
に
成
功
し
て
い
るBtoB

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
よ
う
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

応
用
編
：「
大
き
な
S
D
G
」
を
同
時
に
考
え
る

　

国
連
が
提
唱
す
る
S
D
G
s
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
行
動
準
則

と
し
て
世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
、
さ
ら

に
複
雑
化
し
た
社
会
の
問
題
解
決
は
、
さ
ら
に
大
き
な
視
点
で
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（Sustainable

）、
デ
ジ
タ
ル
（Digital

）、
グ
ロ
ー
バ
ル
（Global

）

の
三
つ
の
領
域
の
問
題
群
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
「
大
き
な
連
立
方
程
式
」

を
解
く
「
大
き
な
S
D
G
」
と
い
う
観
点
を
必
要
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（Sustainability

）
は
多
く
の
場
合
、
も
は
や
そ
れ

単
独
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
概
念
で
は
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
（Digital

）
お
よ

び
グ
ロ
ー
バ
ル
（Global

）
の
視
点
を
同
時
に
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
、
問

題
全
体
の
把
握
や
解
決
は
難
し
い
。

　

一
つ
の
例
は
、
自
動
車
の
電
動
化
と
ス
マ
ー
ト
化
を
め
ぐ
る
近
年
の

産
業
動
向
で
あ
る
。
最
近
、
中
国
の
研
究
者
と
一
緒
に
中
国
の
電
気
自

動
車
が
な
ぜ
売
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
特
に
注
目

し
て
い
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
一
点
目
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
の
文
脈
に
お
い
て
、
果
た
し
て
電
気
自
動
車
の
生
産
・
販
売
・

利
用
は
常
に
C
O
2
削
減
に
つ
な
が
る
の
か
」
と
い
う
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
（Sustainability

）
の
視
点
、
二
点
目
は
「
中
国
市
場
で
の
中
国
自

動
車
の
生
産
・
販
売
の
強
さ
は
、
単
に
電
気
自
動
車
（
E
V
）
で
あ
る
こ

と
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
デ
ィ
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（SDV: 

Softw
are Defined Vehicle

）
で
も
あ
る
こ
と
（SDV-EV

）」
と
い
う
デ

ジ
タ
ル
（Digital

）
の
視
点
、三
点
目
は
「
中
国
系
のSDV-EV

メ
ー
カ
ー

が
特
に
中
国
市
場
で
強
力
な
製
品
開
発
力
を
発
揮
す
る
一
方
、
伝
統
的
に

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
系
で
強
い
ド
イ
ツ
や
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
中
国

系
の
B
Y
D
な
ど
のSDV-EV

メ
ー
カ
ー
や
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
、
ア
リ

バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
と
い
っ
た
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
系
企
業
と
の
国
際
提
携

に
よ
るSDV-EV

の
共
同
開
発
を
模
索
し
て
い
る
」
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル

（Global
）
の
視
点
で
あ
る
。

　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
頻
繁
な
O
T
A
更
新
が
必
須
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
・
デ
ィ
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ビ
ー
ク
ル
で
は
、
ア
ウ
ト
カ
ー
系
（
車
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外
接
続
）
ソ
フ
ト
と
イ
ン
カ
ー
系
（
車
内
制
御
）
ソ
フ
ト
を
つ
な
ぐ
オ
ペ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
（
車
載
O
S
）
が
重
要
と
な
る
が
、
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
は
強
い
が
オ
ー
プ
ン
系
に
弱
い
日
本
等
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
、
中
国
市
場
向
け
のSDV-EV

を
開
発
す
る
に
は
、

自
社
や
自
国
の
み
で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
某
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
当
初
、「
ド
イ
ツ
で
数
千
名
の
優
秀
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
採
用
す
れ
ば
、
自
社
の
み

でSDV-EV

の
開
発
は
可
能
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は
大

幅
な
開
発
遅
延
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
現
在
で
は
、
少
な
く
と
も
中
国
市

場
向
けSDV-EV

の
開
発
に
は
中
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
やSDV-EV

メ
ー
カ
ー
と
の
協
業
が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
、
多
数
の
対
中
国
際
提

携
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
日
本
の
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
中
国
の
ソ
フ
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
、O
S
を
共
同
開
発
す
る
の
は
、彼
ら
の
間
で
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

や
開
発
手
法
の
違
い
が
大
き
い
た
め
、簡
単
で
は
な
い
。
日
本
の
イ
ン
カ
ー

（
車
両
制
御
）系
の
組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・エ
ン
ジ
ニ
ア
は
絶
対
的
に「
安

全
第
一
」
で
、
制
御
の
信
頼
性
が
九
九・九
九
九
％
な
ど
と
い
っ
た
レ
ベ

ル
で
保
証
で
き
な
け
れ
ば
新
製
品
を
開
発
し
な
い
。
開
発
手
法
も
、
全
体

シ
ス
テ
ム
の
機
能
保
証
を
し
て
か
ら
次
に
進
む
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

開
発
」
が
主
流
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
の
ア
ウ
ト
カ
ー
（
イ
ン
フ
ォ
テ
イ

メ
ン
ト
）
系
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
競
争
の
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
、
個
別
機
能
ご
と
に
集
中
開
発
す
る

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
」
を
得
意
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

の
異
な
る
ソ
フ
ト
開
発
の
考
え
方
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
お
互
い

を
「
宇
宙
人
」
と
み
る
ほ
ど
に
発
想
が
異
な
る
。

　

そ
れ
で
も
、
中
国
市
場
向
け
車
両
のSDV-EV

開
発
に
は
現
地
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
企
業
と
の
協
業
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
イ
ン
カ
ー
ソ

フ
ト
と
ア
ウ
ト
カ
ー
ソ
フ
ト
の
開
発
手
法
や
開
発
思
想
の
違
い
は
、
言
い

換
え
れ
ば
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（A

rchitecture

）
の
相
違
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
っ
て
も
、
車
両
制
御
の
組
み
込
み
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
（
イ
ン
カ
ー
）
と
、イ
ン
フ
ォ
テ
イ
メ
ン
ト
系
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
ア
ウ
ト
カ
ー
）
で
は
、
そ
の
性
質
が
大
き
く
異
な

る
。
そ
れ
ら
両
方
を
同
時
に
動
作
さ
せ
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
（
O
S
）
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
開
発
は
非
常
に
複
雑
で
困

難
な
状
況
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
現
代
の
自
動
車
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

（Global

）
な
競
争
と
協
調
を
、
デ
ジ
タ
ル
（
S
D
V
）
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

（
E
V
）
の
両
方
の
領
域
で
同
時
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上

の
よ
う
に
、「
大
き
な
S
D
G
」
を
前
提
と
す
る
現
代
の
産
業
分
析
に
お

い
て
は
、
設
計
論
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（A

rchitecture

）
論
の
考
え
方
を

応
用
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
有
益
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

結
論

　

結
論
と
し
て
、
日
本
企
業
は
、
強
い
現
場
（
コ
テ
コ
テ
の
も
の
づ
く
り

能
力
の
構
築
）
と
強
い
本
社
（
し
ぶ
と
い
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
戦
略
）
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
米
中
摩
擦
が
交
錯
す

る
「
大
き
な
S
D
G
」
の
新
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

し
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
は
、諸
葛
孔
明
の
よ
う
な「
軍
師
」で
あ
る
。

戦
略
と
現
場
の
双
方
に
精
通
し
た
「
産
業
の
軍
師
」
が
次
々
と
現
れ
、
次

世
代
の
も
の
づ
く
り
現
場
を
築
き
上
げ
て
い
く
未
来
を
期
待
し
て
い
る
。
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注
（
1 
）
本
稿
は
「
経
済
・
経
営
学
会
お
よ
び
経
営
学
部
二
五
周
年
記
念
講

演
会
」で
の
報
告
を
閔
承
基（
名
城
大
学
経
営
学
部
）が
記
録
・
編
集
し
、

本
稿
掲
載
の
た
め
に
報
告
者
の
加
筆
訂
正
を
経
て
、
掲
載
の
許
諾
を

得
て
い
る
。


